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概    要 高齢化社会の急速な進行とともに、認知症患者数が急増しており、本邦で約 200 
万人、福井県内でも約 2 万人に達するものと推察される。認知症をきたす代表的疾患はアルツハイマー
病(Alzheimer’s disease: AD)であるが、治療可能な認知症としてビタミン B1、B12、葉酸といったビタ
ミン欠乏症の重要性が再認識されている。葉酸・ビタミン B12は、ホモシステイン(Hcy)からメチオニン
合成の補酵素として働くため、これらのビタミン欠乏は高 Hcy 血症をきたす。高 Hcy 血症は、AD の
独立した危険因子である。AD の代表的病理所見は神経原線維変化、および老人斑であり、神経原線維



























われわれは、TetOff induction により 3 種類の野
生型タウ蛋白を発現する神経芽細胞腫細胞を用い
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